





















































認できるようになった ( 図 1)。
1. シベート・ハイルハン・オール遺跡
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2. タリン・ゴルワン・ヘレム I 城址
3. ガルート郡の古墓
 ( 参考：  a. アイラギーン・ゴズゴル遺跡



















図 3　タリン・ゴルワン・ヘレム IA 1 号墓
3.ⅠA-1 号墓4. 頸部飾とその出土状況
1.青銅製頸部飾　2. 骨珠･玉珠　3. 弓弭　4. 化粧道具　5. 青銅腕輪　
6. 皮革袋　7. 鉄剣　8. 鉄鏃　9. 陶罐　10. 羊頸骨 (犠牲 )












2.Ⅰ号城址の中央土壇 (1A) と 1A-1 号墓
➤
ヘ レ ム
5. 木棺の放射性炭素年代測定値 ( 左 :COL3165.1.1[ ケルン大学 ], 右 :BA150063[ 北京大学 ]）
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ら 2018 年まで発掘調査が実施された [Batbold et al. 
2019: 123]。遺跡には初期鉄器時代からチュルク期
に及ぶ様々な時代の遺構があり (1、頭部結束具はそ























壇上に後代の墓 1 基があり ( 図 3-2)[ 内蒙古自治区
文物考古研究所ほか 2015; 吉林大学考古学院ほか




サンプルでやや差のある結果を得たが ( 図 3-5)、報






































ホ ロ ン ボ イ ル
倫貝爾市に拓跋鮮卑
の第 1 期遺跡 ( 大興安嶺から大澤へ移動して居住し
た時期：前漢末～後漢前期 ) が分布すると指摘され






ア ル グ ン
爾古納河水系
に初期鮮卑と認識されている考古学文化の遺跡が






























































が い そ う ぼ




ブルドゥコフ (А. В. Бурдуков) の調査によって知ら
れるようになった後、2000 年頃から調査が急増し















計 97 基の墓が分布している [Odbaatar et al. 2019a; 
id. 2019b]。墓の構造は 2 種類に分かれ、甲字形 (T
字形 ) の護石墳丘をもつ大型墓 ( 図 7) と、円形の
図 6　譚其驤『中国歴史地図集』より鮮卑の領域
鮮 卑
図 7　アイラギーン・ゴズゴル 40 号墳
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献遺構 9 基、2018 年には鉄器時代の墓 3 基 (7, 8, 9
号墓 )、鮮卑期の墓 4 基 (1, 3, 5, 6 号墓 )、鉄器時代
とチュルク期の犠牲供献遺構各 1 基が調査されてい





4) 鮮卑に関する部分「第 3 章　鮮卑時代の南シベリア」
中の各節は、「1. 鮮卑と南シベリア、2. トゥバのウル
グ - ヘム文化、3. コケリ文化、4. チャーティンスク
文化、5. ブラン - コビンスク文化、6. コク - パシ文化、


































る遺跡はまだ報告されていない」[ 林 1999:264] とい
う認識であった。
7) 概報 [Odbaatar et al. 2016-2019] によると、2015 年に
は T 字形墳 2 基 (9, 11 号墓 )、円形墓 5 基 (44, 51, 
67, 81, 95号墓)、2016年にはT字形墳1基(86号墓)、
2017 年には T 字形墳 2 基 (7, 89 号墓 )、円形墓 1 基 (53
号墓)、2018年にはT字形墳1基(40号墓)、円形墓(76, 
93 号墓 )、2019 年には T 字形墓 2 基 (14, 45 号墓 )、
円形墓 3 基 (14A, 96, 97 号墓 ) を調査した。
図版出典：
図 1　著者作成
図 2　1,2. Batbold et al. 2019, p.128, tab. 9, 10
図 3　1. 吉林大学考古学院ほか 2020, p.21 図 2 加筆　
2. 上同 , p.24 図 5 加筆　3. 内蒙古自治区文物考古研
究所ほか 2015, p.34 図 2　4. 上同 , p.35 　5. 内蒙古








































学』によると、2016 年には初期鉄器時代の墓 2 基、
2017 年には初期鉄器時代の墓 2 基 ( うち 1 基が 3 号
墓 )、鮮卑期の墓 3 基 ( うち 1 基が 4 号墓 )、犠牲供
6
金大考古 79　　2021,　　1-7.　モンゴル国で新たに確認された金属製の頭部結束具と頸部飾を伴う埋葬事例について
自治区文物考古研究所 2015 の測定値を OxCal onlne
で再較正
図 4　内蒙古自治区文物考古研究所 2015, p.35 図 8
図 5　Navaan 2004, т.29, зураг 8
図 6　譚其驤 1991:23-24 加筆







学 6) 同成社 .
臼杵勲 2004『鉄器時代の東北アジア』同成社 .
孫危 2007『鮮卑考古学文化研究』科学出版社 .
林俊雄 2007『スキタイと匈奴 遊牧の文明』( 興亡の世
界史 2) 講談社 .
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＜研究動向＞　崖葬墓調査の進展





















ル [Mönkhbayar et al. 2019] がウズール・ギャラン
崖葬墓の報告の前置きとしてまとめている。( 大谷 )
